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近
江
源
氏
佐
々
木
氏
の「
西
遷
」（
近
江
回
帰
）に
つ
い
て

佐
々
木
京
極
氏
・
佐
々
木
朽
木
氏
を
中
心
に
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は
じ
め
に

❶
鎌
倉
期
に
お
け
る
佐
々
木
氏
一
族
と
東
国

❷
南
北
朝
～
室
町
期
に
お
け
る
佐
々
木
京
極
氏
の「
西
遷
」

❸
南
北
朝
～
室
町
期
に
お
け
る
佐
々
木
朽
木
氏
の「
西
遷
」

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
中
世
武
士
団
の
「
西
遷
」「
北
遷
」
の
一
事
例
と
し
て
、
中
世

成
立
期
か
ら
全
般
に
わ
た
っ
て
族
的
発
展
を
み
せ
た
佐
々
木
氏
一
族
に
つ
い
て
、
そ
の
「
西
遷
」
の

様
相
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
武
士
団
の
「
西
遷
」「
北
遷
」
と
は
、
鎌
倉
末
～
南
北
朝

期
に
わ
た
り
主
に
東
国
に
出
自
を
も
つ
武
士
団
が
、
結
果
的
に
本
拠
を
西
国
あ
る
い
は
北
（
東
北
）

国
へ
と
移
す
現
象
を
さ
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
武
士
団
は
、
近
年
「
分
業
論
」
の
視
角
導
入
に
よ
り
、
一
族
を
列
島
各
地
の
所
領
に

配
置
し
、
そ
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
支
配
を
維
持
し
て
い
た
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
延
長
上
に
、「
西
遷
」「
北
遷
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
広
域
的
な
所
領
を
地
域
的
に
集
中
さ
せ

て
、
新
た
な
地
域
支
配
へ
向
か
う
過
程
で
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
の
実
態
と
要
因
を
解
明
す
る

こ
と
は
、
武
士
団
の
支
配
の
深
化
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
通
常
「
西
遷
」「
北

遷
」
は
東
国
武
士
に
み
ら
れ
る
現
象
だ
が
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
佐
々
木
氏
は
、
平
安
時
代
以
降
近

江
国
に
本
拠
を
持
つ
西
国
武
士
団
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
氏
政
権
に
よ
り
本
拠
を
追
わ
れ
東
国
の
渋

谷
氏
の
も
と
に
寄
寓
し
て
い
る
最
中
に
、
治
承
寿
永
の
内
乱
を
迎
え
る
。
そ
の
結
果
、
鎌
倉
幕
府
の

成
立
に
深
く
貢
献
し
、
源
頼
朝
の
信
頼
を
得
る
こ
と
で
、
東
国
を
基
盤
と
す
る
武
士
団
と
し
て
再
生

す
る
と
い
う
稀
有
な
歴
史
を
生
き
た
武
士
団
で
あ
る
。
そ
し
て
東
国
に
基
盤
を
持
ち
つ
つ
近
江
や
西

国
所
領
に
多
く
の
同
族
を
輩
出
し
て
い
た
が
、
や
が
て
南
北
朝
内
乱
以
降
、
そ
の
主
要
な
一
族
は
近

江
に
「
西
遷
」
し
、
戦
国
期
に
至
る
地
域
支
配
を
展
開
す
る
。
い
わ
ば
彼
の
「
西
遷
」
と
は
、
近
江

回
帰
な
の
で
あ
り
、
そ
の
特
色
あ
る
動
向
は
特
筆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
鎌
倉
期
の
同
族
的
展

開
と
東
国
・
西
国
の
所
領
支
配
と
政
治
的
地
位
を
検
討
し
、
さ
ら
に
佐
々
木
京
極
氏
（
有
名
な
導

誉
）、
佐
々
木
朽
木
氏
と
い
う
同
族
の
間
で
も
タ
イ
プ
と
規
模
の
異
な
る
一
族
を
と
り
あ
げ
て
、
そ

の
個
々
の
特
色
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
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